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１．はじめに 
(１)問題の所在と研究目的 
訪日外国人や日本に在住する外国人は，年々増加し

ており，我々との接点も徐々に増えつつある。観光，

留学，技能実習などの短中期的な理由から訪日する外

国人が多いが，長期的に住む外国人も居住している。 
図 1 は，都道府県ごとの外国人の割合を示したもの

である。外国人が集住する地域には偏り，特に東京な

どの大都市に集中している。横浜や池袋，新大久保な

どのエスニックタウンも首都圏に分布している。一方

地方は首都圏に比べると外国人の割合は小さく，本稿

で対象とした山形県も割合は特に小さい。山形県は

7,826人，米沢市には742 人の外国人在住者が暮らして

おり，他都道府県に比べ少ないが一定数の外国人が暮

らしているということも事実である(表1)。 
山形県米沢市にある九里学園高等学校にて実施した

米沢市在住の外国人数名との座談会では，外国人が

様々な情報をより得やすいのは地方よりも東京である

との指摘があった。メディアに取り上げられる「外国」

に関する情報も，新大久保などのエスニックタウンが

多いと感じられる。実際に地方に住んでいる外国人か

らの指摘であり，都市と地方での情報格差の存在は無

視できないといえよう。 
 日本における外国人に関連する研究では片岡(2016a)
や山下(2016)などのエスニックマイノリティが集住す

るエスニックタウン研究があげられる。片岡(2016a)で
は，ブラジル人が多く集住する浜松市において，在日

ブラジル人を対象に日常生活活動について調査を行っ

た。生活活動の分析から，「自宅型」「家庭内完結・

消費志向型」「家族外ネットワーク・消費志向型」に

分類することができた。在日ブラジルの多くは，「家

庭内完結・消費志向型」として，家庭内で完結する比

較的閉ざされた個人的ネットワークの中で生活し，自

宅内での余暇活動よりも，ショッピングモールなどの

日本の大型商業施設で消費活動を送ることが多い。ま

た，日本店を多く利用する「消費活動という側面に限

定された同化」が在日ブラジル人の中で進行し，ホス

ト社会住民との接触機会が増加しており，このことが

ブラジル人とホスト住民側との間で，軋轢や偏見を生

み出す可能性があると指摘している。また片岡は，ホ

スト住民との接点がきわめて少ない外国人を「顔の見

えない」(つまり「可視化されない」)外国人と称してい

る。日常生活の分析から就労以外の場面で「顔の見え

ない」状況がより進んでいる一方で，商業施設や娯楽

施設における消費活動が多くみられ，接触の場面は限

定されているものの，次第に「顔の見える」存在へと

近づいてきていると論じた。 
しかし，このように少しずつ「顔の見える」存在に

なりつつある外国人は，エスニックタウンを形づくる

外国人や，外国人が多く集住する地域に限られるであ

ろう。一方で可視化されない外国人は，山形県などの

    法務省出国在留管理庁（２０２１）「在留外国人統計」より 

在留資格 人数(人) 割合(％) 
専門的・技術的分野 575 13.0 
特定活動 91 2.1 
技能実習 2,175 49.1 
資格外活動 157 3.5 
身分に基づく在留資格 1,429 32.3 
不明 0 0.0 

計 4,427 100 

 

表2  山形県における外国人労働者数の割合 

表１ 在住外国人数とその割合 

 在住外国人 

(人) 

在住外国人の割合

(％) 

全国 2,887,116 2.30 

東京都 560,180 4.01 

大阪府 253,814 2.88 

山形県 7,826 0.72 

＊米沢市 742 0.92 

 厚生労働省山形労働局報道発表資料(令和4年度)より 

図１ 都道府県ごとの外国人の割合 

法務省出国在留管理庁（２０２１） 
「在留外国人統計」より 作成 



きわめて外国人が少ない地方部に多く存在すると推測

でき，彼らのような外国人は何らかのコミュニティに

ほとんど属していない可能性が高く，地域から孤立し

ている可能性が高いと考えられる。また表 2 によると

山形県における在住資格別外国人労働者数のうち技能

実習生は 49.1％と約半数を占めており，より地域から

取り残された外国人が多いのではないかと考えられる。 
可視化されやすい都市部やエスニックタウンに居住

する外国人の生活やホスト社会との関係について論じ

られることは多いが，外国人数が少なく可視化されに

くい一地方における外国人の生活などの実態を明らか

にした研究などは管見の限りほとんど見られない。 
以上より本研究では，山形県置賜地域に居住する，

より何らかのコミュニティに属すことが少ないと考え

られる技能実習生を対象に，日常の生活についてその

実態を明らかにする。また，技能実習生とホスト社会

との関わりや，コミュニティの在り方について考察し，

彼らを取り巻く諸課題を解決するための方策を検討す

る。 
 

（２）研究方法 
 生活活動調査アンケートを実施し，調査対象とする

外国人の日常生活を分析する。それらの結果をもとに

置賜地域に居住する技能実習生を取り巻く諸課題を明

らかにし，それらを解決するための方策を地域の人々

や諸団体と協働し検討する。 
 
２．山形県置賜地域における技能実習生の生活行

動 
（１）調査方法 
 2022 年 6 月 20 日～26 日にかけて，山形県置賜地域

在住の18名の技能実習を対象に調査をおこなった（表

３）。質問項目は性別，国籍，滞在期間，ビザの種類，

同居人，多くの人と交流をもちたいかについて日本語，

英語，ベトナム語の３種類を配布した。生活活動日誌

調査用紙（図２）は，平日と休日２種類を用意し，そ

れぞれの１日の過ごし方を調査した。なお休日とはシ

フトが休みの日のことを指す。この活動日誌法は荒井

ほか(1996)のフォーマットを参考にした。 
 
（２）調査結果 
回答者は，年齢は 20 歳から 25 歳，国籍はベトナム

またはインドネシアであった。これら 2 か国は近年置

賜地域で増加傾向にある。ビザの種類は技能実習1号・

2 号である(１号とは入国後 1 年目の技能などを習得す

る活動資格であり，2号とは入国後2.3年目の技能等に

習熟するため活動資格)。車を保有しておらず交通手段

は基本的に自転車を使う人が多かった。外国人にとっ

表３ アンケート調査対象者 

回答者 性別 年齢 国籍  滞在期間 ビザ 同居人 

1 男 24 ベトナム  3年未満 技能実習2号 実習生2人 

2 男 25 ベトナム  3年未満 技能実習2号 実習生2人 

3 男 24 ベトナム  3年未満 技能実習2号 実習生2人 

4 男 24 ベトナム  3年未満 技能実習2号 実習生1人 

5 男 22 ベトナム  3年未満 技能実習2号 実習生1人 

6 女 20 ベトナム  1年未満 技能実習１号 実習生1人 

7 女 21 ベトナム  1年未満 技能実習１号 実習生1人 

8 女 20 ベトナム  1年未満 技能実習１号 実習生1人 

9 女 20 ベトナム  1年未満 技能実習１号 実習生1人 

10 女 23 ベトナム  1年未満 技能実習１号 なし 

11 女 20 ベトナム  1年未満 技能実習１号 実習生1人 

12 女 21 ベトナム  1年未満 技能実習１号 実習生1人 

13 男 22 ベトナム  2年未満 技能実習2号 実習生1人 

14 男 22 ベトナム  1年未満 技能実習１号 実習生1人 

15 男 22 インドネシア  半年未満 技能実習１号 実習生3人 

16 男 22 インドネシア  半年未満 技能実習１号 実習生3人 

17 男 22 インドネシア  半年未満 技能実習１号 実習生3人 

18 男 22 インドネシア  半年未満 技能実習１号 実習生3人 

 

図２   生活活動日誌調査用紙の回答例 



て日本での運転免許の取得は言語の問題等もあり非常

に難しいようである。そのため，買い物などの余暇活

動や休日の娯楽は自転車での行動が可能な範囲の最寄

りのスーパーや公園に限られていた。 
特に男性と女性で差異が見られたのは休日の過ごし

方である。ほとんどの女性は同居人や仕事の同僚と買

い物に行ったり公園で体を動かすことが多く，行動人

数も複数人で行動し，行動範囲も拡大することがわか

った。男性の場合は自宅から一歩も出ないで過ごすい

わゆる「自宅型」の人が多く見られた。また，今回協

力いただいたすべての技能実習生が多くの人と交流を

もちたいと回答していた。しかし，そう思っている反

面，日々の生活の中では同じ技能実習生同士以外との

交流はもっていなかった。 
 技能実習生は日本語や英語がほとんど話せない(日本

語は簡単なフレーズ程度)。このことは技能実習生にと

って他者と関わりをもちたくても，実際に関わりをも

つことが難しくなっている一つの要因である。現状と

して男性の場合，一日中自宅で過ごす「自宅型」の傾

向が見られ，女性の場合は買い物や公園で遊ぶなど地

域の中に溶け込んでいるようにも見えるが，同居人同

士などの限定されたコミュニティでのみ生活している

ことが多い。 
 
３．地域と技能実習生とをつなぐ 
 (1)地域住民と外国人在住者をつなぐ米沢市国際交

流協会(YIRA) 

地域と外国人とをつなぐものとして各自治体にある

国際交流協会などがあげられる。米沢市にも米沢市国

際交流協会などがあり，平成８年３月に市民の国際交

流に対する理解と関心を高めるための活動を行うとと

もに，関係機関等との相互理解と友好親善に寄与する

ことを目的に設立された。 
 多言語読み聞かせ，国際理解講座，外国料理教室，

餅つき新年会，親子外国料理教室など外国人居住者が

地域住民とのコミュニティを作ることができるイベン

トを行っている。しかし，参加者は，日本人の会員が

一番多く，外国人参加者については経済的にも余裕の

ある ALT，次いで日本人の配偶者や家族帯同ビザをも

つ日本語教室に通う方の順で多いことがわかった。技

能実習生の参加者は限りなくゼロに近く，参加者は常

に同一であり，ごく限られた人々のコミュニティとな

っている。さらに，米沢市国際交流協会の関係者によ

れば，外国人が米沢市に転入届を出す際，米沢市役所

市民課より多言語生活情報，国際交流協会の案内，入

会申込書等の案内書類を配布しているが，国際交流協

会の入会につながるケースは少ないとのことである。

さらに，経済的余裕と車を保有しているALT と比べる

と，技能実習生は残業が多く経済的余裕も行動範囲も

限られることから技能実習生の参加者は増えないと予

想される。 
(2) 技能実習生と交流できるイベントの開催 
これまでの情報をもとに，図 5 に都市部及び地方部

図３ 山形県米沢市における技能実習生の平日

及び休日の平均生活活動時間 

 

図４ 「平日」「休日(男性)」「休日(女性)」の

おもな回答パターン 

 

図５ 都市部及び地方部における 
   ホスト社会と外国人との関わり 

(筆者作成) 



におけるホスト社会と外国人との関わりについて模式

図を示した。地方部における本稿で対象としている技

能実習生の多くは，他者と交流をもちたいと思ってい

る反面，日々の生活では同じ技能実習生同士以外との

関わりをもっていなかった。さらに先述のように，外

国人に交流の機会を提供する役割を担う国際交流協会

が，技能実習生に対してはほとんどアプローチできて

いない状況にある。そのことから，筆者は米沢市国際

交流協会と協働し，技能実習生へのコミュニティ提供

となるようなイベントを開催することにした。米沢市

国際交流協会が技能実習生にうまくアプローチできて

いないことについては先述通りだが，技能実習生の参

加を募るという点で何らかの工夫が必要である。 
 今年の 5 月に筆者はスポーツイベントを主催した。

その際には技能実習生を多く雇用している企業に周知

することを徹底した。共催として国際交流協会が関わ

っているという点で，企業側にとって技能実習生をイ

ベントに参加させるという抵抗感が軽減されると思わ

れる。今後は，7月に国際料理教室，10月は芋煮会，1
月に餅つき新年会を国際交流協会が主催し，著者が共

催として技能実習生の取りまとめをおこなう計画を立

てている(表５)。スポーツイベントには関係者も含め延

べ20人，うち技能実習生4人が参加した。参加した技

能実習生からは楽しかった，新しい友達ができた，ま

た参加したいなどの感想があった。さらに技能実習生

とは別に新規の外国人の方も数名参加し日本語教室に

通うことも決まったようだ。また，10 月の芋煮会に合

わせ，技能実習生と，地域住民，九里学園高等学校の

生徒を対象にしたホームステイを企画検討中である。 
 
４．おわりに 
 本研究では山形県置賜地域に在住する技能実習生を

対象にホスト社会における日常の生活活動空間・時間

について生活活動日誌データやアンケート調査を用い

てその実態を明らかにするとともにホスト社会におけ

る技能実習生の特質や課題を考察し，取り巻く課題を

解決するための方策を検討した。生活日誌データより

仕事日は我々日本人と同様，自宅と職場の往復または

仕事終わりに買い物に行く様子が見受けられた。休日

は同じ技能実習生で同居人の仲間と買い物に行ったり

公園で遊んだりして過ごすことがわかった。男性の場

合，一日中家で過ごすという場合が多く，女性の場合

日本人には見受けられない特徴として公園で遊ぶとい

う傾向があった。アンケート調査では全員が多くの人

と交流をもちたいと回答したが日々の生活の中では地

域住民との交流の機会はなかった。そこで米沢市国際

交流協会(YAIR)と協力し技能実習生が多くの人々と関

わるきっかけとなるようなイベント開催した。しかし，

たった数時間の交流だけではコミュニティの形成とは

いえず，持続的なイベント開催が必要であろう。 
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表5 イベント開催の予定 

日付 内容 主催・共催 

5月27日 スポーツイベント 
主催 筆者 

共催 YIRA 

7月 料理教室 
主催 YIRA 

共催  筆者 

10月 芋煮会 
主催 YIRA 

共催 筆者 

1月 餅つき新年会 
主催 YIRA 

共催 筆者 

 図６ 

2023 年５月に実施した

イベントの様子とチラシ 


